
後期高齢者医療制度　来年４月からスタート …… 　P2

第３回 町民ひろば …………………………………… 　P4

恒例のビーチバレーボール大会で優勝したファイテンファイターズの皆さん
（６月21日）

７
広報みしま　№172

２００７



2広報みしま　平成19年７月号広報みしま　平成19年７月号3

　
高
齢
化
が
進
み
、
医
療
費
が
増

大
す
る
中
、
適
切
な
高
齢
者
医
療

を
持
続
し
て
い
く
た
め
に
、「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
来
年
四

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
現
役
世
代
と
高
齢
者
世

代
の
負
担
を
明
確
化
し
、
保
険
財

政
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
、
広

域
的
な
保
険
運
営
を
行
う
独
立
し

た
医
療
制
度
で
す
。
保
険
の
事
務

と
財
政
運
営
を
、
県
内
の
全
市
町

村
が
加
入
す
る
「
福
島
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
」
と
町
が
連

携
し
て
行
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
七
五

歳
以
上
の
方
、
及
び
一
定
の
障
害

の
あ
る
六
五
歳
以
上
の
方
は
、
現

在
は
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険

等
に
加
入
し
な
が
ら
老
人
保
健
制

度
で
医
療
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

来
年
の
四
月
か
ら
は
新
し
く
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
よ
り
医

療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
の
医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
す

老
人
保
健
制
度
か
ら「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」へ

来　年
４月から

《 対　象 》
①75歳以上の方（75歳の誕生日から）
②一定の障害のある65歳以上の方

医療機関で受診する場合

現在は…

医療機関で提示するもの
老人医療受給者証

国 民 健 康 保 険
被 保 険 者 証

または

社会保険･共済保険
被 保 険 者 証

一　般　の　方

＋

医療機関窓口での負担割合

来年４月からは…

医療機関で提示するもの

後期高齢者医療後期高齢者医療
被 保 険 者 証被 保 険 者 証

１人に１枚の被保険者証
が交付されます。

医療機関窓口での負担割合

※負担割合は変わりません。

現役並み所得者

１割

３割

一　般　の　方

現役並み所得者

１割

３割

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
負

担
割
合
は
、
新
制
度
で
も
現
在
と

変
わ
ら
ず
、
一
般
の
方
は
一
割
、

現
役
並
み
所
得
者
は
三
割
で
す
。

ま
た
、
医
療
費
が
高
額
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
役
場
窓
口
で
申
請
し

て
認
め
ら
れ
る
と
限
度
額
を
超
え

た
分
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
し
く
「
高
額
介
護

合
算
療
養
費
」
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

及
び
介
護
保
険
の
自
己
負
担
分
の

合
算
額
が
高
額
と
な
っ
た
場
合
に
、

申
請
に
よ
り
限
度
額
を
超
え
た
分

が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

新
制
度
で
は
、
国
民
健
康
保
険

や
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
、
保

険
料
の
納
入
の
必
要
が
な
か
っ
た

方
も
含
め
、
全
て
の
七
五
歳
以
上

の
方
が
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
保
険
料
は
、
均
等
割

額
、
所
得
割
額
か
ら
算
定
さ
れ
、

年
額
十
八
万
円
以
上
の
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
年
金
か

ら
保
険
料
が
引
か
れ
ま
す
。

医
療
費
の
負
担
割
合
は

現
在
と
変
わ
り
ま
せ
ん

保
険
料
は
全
て
の
七
五
歳

以
上
の
方
が
納
め
ま
す

「後期高齢者医療制度」の仕組み

75歳以上の
後期高齢者

医療機関

福島県後期高齢者医療
広域連合
・被保険者証の交付
・医療費の給付

三島町
・窓口業務
・保険料徴収

情報提供・保険料納付

被保険者証の交付

被保険者証の提示
医療費の一部負担

診　療

医
療
費
支
払

医
療
費
請
求

被
保
険
者
証
の
交
付

保
険
料
納
入
・
各
種
申
請

高額療養費等の
給付

※今後も後期高齢者医療制度の詳しい内容について掲載する予定です。

●問合せ先　役場 町民課 保健福祉係　℡ ４８-５５６５

福島県後期高齢者医療広域連合　℡ ０２４-５２８-９０２５
（住所　福島市中町8-2 福島県自治会館2階）

保険料 均等割額
（受給者全員の均等負担）

所得割額
（受給者の所得に応じた負担）＝ ＋
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第
三
回
町
民
ひ
ろ
ば

自
立
の
町
づ
く
り
に

つ
い
て
話
し
合
う

　

第
三
回
「
町
民
ひ
ろ
ば
」
は

六
月
十
五
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
行
わ

れ
て
き
た
町
民
の
活
動
、
行
政

と
の
協
働
活
動
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら
、
自
立
の
町
づ
く
り
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
一
般
町
民
の
参
加
者

が
少
な
く
、
参
加
し
て
も
ら
う

体
制
を
ど
の
よ
う
に
作
る
か
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
や
議
会

が
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
が
、

今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

三
島
町
は
町
村
合
併
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
が
、
近
隣
町
村

に
お
い
て
は
そ
の
機
運
が
高
ま

ら
ず
、
当
面
合
併
で
き
な
い
現

状
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
「
自

立
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
が
、
そ
も
そ
も
自
立
し
て

い
く
と
は
ど
う
い
う
姿
な
の
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
の
未
来
に

つ
い
て
、
も
っ
と
話
し
合
い
を

深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
回
の
話
し
合
い
で
は
、

様
々
な
視
点
か
ら
忌
憚
の
な
い

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

《
町
民
ひ
ろ
ば
で
の
主
な
意
見
》

参
加
者
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て

○
町
や
議
会
に
対
し
て
不
信
感
が
あ
る
か
ら
一
般
参

加
者
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。「
行
っ
た
っ
て

し
ょ
う
が
な
い
」
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
る
よ
う
だ
。

○
若
い
人
た
ち
、
子
育
て
世
代
な
ど
の
反
応
が
な
い

の
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
現
実
味
が
な
い
と
い
う
こ

と
。
誰
か
が
決
め
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
る
人
が

多
い
。「
町
の
自
立
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
、
自

分
の
生
活
と
距
離
が
あ
る
。

○
異
な
る
世
代
が
一
堂
に
集
ま
る
の
は
難
し
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
集
ま
り
の
機
会
を
利
用
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

○
こ
の
よ
う
な
集
ま
り
に
は
町
民
は
無
関
心
だ
が
、

た
と
え
ば
健
康
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
真

剣
だ
し
、
元
気
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
な
ぜ
な
ら

自
分
の
要
求
と
マ
ッ
チ
し
て
い
る
か
ら
だ
。

町
の
自
立
に
つ
い
て

○
町
は
、
町
民
の
望
む
社
会
資
本
整
備
を
や
っ
て
き

た
。
今
後
は
辛
抱
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
町
民
の

理
解
が
得
ら
れ
る
と
思
う
。

○
美
坂
高
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
や
、
消

雪
道
路
管
理
な
ど
、
自
分
た
ち
で
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
限
界
が
あ

る
。
医
療
福
祉
、
路
線
バ
ス
、
水
道
な
ど
、
生
活

に
か
か
わ
る
こ
と
は
、
使
用
料
を
値
上
げ
し
て
で

も
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、

町
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
努
力
が
必
要
だ
。
今
の

ま
ま
で
は
、
た
と
え
ば
路
線
バ
ス
が
や
っ
て
い
け

な
い
と
な
れ
ば
、
町
が
悪
い
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
。

○
行
政
も
民
間
の
よ
う
に
、
十
円
の
も
の
を
い
か
に

し
て
八
円
に
す
る
か
を
真
剣
に
考
え
、
経
費
削
減

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
今
、
町
で
は
町
民
意
思
を
盛
り
込
ん
だ
自
立
計
画

を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
委
員
公
募
に
対
す
る

応
募
が
な
く
、
こ
の
町
民
ひ
ろ
ば
の
参
加
者
も
少

な
い
。
し
か
し
、
行
政
マ
ン
だ
け
で
作
っ
て
し

ま
っ
て
は
不
平
不
満
が
出
る
。
町
民
の
視
点
か
ら

評
価
し
て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。

○
計
画
策
定
委
員
会
な
ど
と
い
う
場
合
、
従
来
は
各

種
団
体
等
の
長
に
委
員
を
お
願
い
し
て
き
た
が
、

今
後
は
や
る
気
の
あ
る
町
民
が
自
ら
参
画
し
、
行

政
と
目
的
を
共
有
し
な
が
ら
作
り
上
げ
る
計
画
と

し
た
い
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
他

○
経
費
削
減
も
大
切
だ
が
、
お
金
を
使
わ
な
く
て
も

で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
削
減
ば
か
り
で
な
く
、
こ

ん
な
暮
ら
し
が
し
た
い
と
い
う
話
し
合
い
が
大
切

で
は
な
い
か
。

○
町
職
員
の
間
で
も
「
町
の
自
立
」
と
は
何
な
の
か

迷
い
が
あ
る
し
、
話
し
合
い
も
不
十
分
で
あ
る
。

学
び
合
い
、
向
上
し
て
い
く
職
場
を
作
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

※
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
質
問
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

●
企
画
財
政
係　

℡
四
八
ー
五
五
一
五

只
見
川
に
鯉
を
放
流
し
続
け
て
十
五
年

山
崎
宗
弥
さ
ん
に
感
謝
状

　

十
五
年
と
い
う
長
い
間
、
毎
年

何
十
匹
も
の
鯉
を
只
見
川
に
放
流

し
て
き
た
山
崎
宗
弥
さ
ん
。
高
齢

を
理
由
に
今
年
で
最
後
と
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

栃
木
県
鹿
沼
市
に
お
住
ま
い
の

山
崎
さ
ん
は
、
栃
木
県
の
人
々
が

山
菜
採
り
に
三
島
町
な
ど
を
訪
れ

る
た
め
、
何
か
恩
返
し
が
で
き
な

い
か
と
い
う
思
い
か
ら
、
只
見
川

へ
鯉
の
放
流
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
も
一
回
や
二
回
で
は
な
く
、

十
五
年
間
も
の
長
き
に
渡
り
続
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
な
か
な
か
で

き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
只

見
川
に
は
、
山
崎
さ
ん
が
放
流
し

た
鯉
が
数
多
く
生
息
し
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
長
年
の
ご
労
苦
に
敬

意
を
表
し
、
山
崎
さ
ん
に
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

早戸温泉付近から鯉を放流山崎宗弥さんと齋藤茂樹町長

水
の
事
故
に
備
え
て

普
通
救
命
講
習
実
施

　

夏
は
、
特
に
プ
ー
ル
な
ど
の
水

の
事
故
に
注
意
が
必
要
で
す
。
会

津
坂
下
消
防
署
三
島
出
張
所
の
指

導
の
も
と
、
三
島
中
三
年
生
及
び

夏
休
み
中
の
プ
ー
ル
監
視
員
を
対

象
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
を
使
っ
た
救
命
講
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

も
し
も
溺
れ
て
心
肺
停
止
の
状

態
に
陥
っ
た
場
合
、
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
と
人
工
呼
吸
、
そ
し
て
Ａ

Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
心

肺
停
止
か
ら
五
分
以
内
に
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
夏
休
み
は
、
子

ど
も
た
ち
の
水
の
事
故
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

プール監視員の救命講習三島中３年生の救命講習

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
町民センター・福寿草・三島
中学校に配備されています。
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題話の町題話の町

　 6月28日、町民センターで「おばあ
ちゃんの味」料理教室が開催され、三
島小 6年生が参加しました。町内のお
ばあちゃんの方々が先生となり、たけ
のこご飯、こづゆ、煮物、和え物、浅
漬け、えご、笹巻きを作りました。
　この行事は、栄養が豊富な伝統食を
子どもたちに伝えるとともに、高齢者
と子どもの交流を図るもので、毎年開
催されています。お昼には美味しくで
きた料理をみんなで食べました。

おばあちゃんの味は
美味しくて栄養満点

三島パープルレディース優勝　会津大会へ
　県民スポーツ両沼大会は、 7月 8日、会津美里町で開催され、壮年ソフトボール、卓球、バドミントン、
家庭バレーボール、テニスの各競技が行われました。家庭バレーボールでは、三島パープルレディースが
見事優勝。壮年ソフトボールでは、三島チームが 3位と健闘しました。おめでとうございました。
　三島パープルレディースは、8月 5日、猪苗代町で開催される会津大会に出場します。頑張ってください。

第60回県民スポーツ両沼大会　家庭バレーボール

三島パープルレディース
（前列左から）
大竹　明美さん（滝　谷）
目黒　仁美さん（宮　下）
大竹ゆかりさん（滝　谷）
森田喜美代さん（川　井）
鈴木　優子さん（荒屋敷）
（後列左から）
小林　三幸さん（宮　下）
青木　節子さん（荒屋敷）
青木　友子さん（西　方）
大竹真理子さん（滝　谷）
五十嵐和美さん（大　谷）

焼き畑はじまる

　 7月 8日、美坂高原の約40アー
ルの傾斜地で焼き畑の火入れが行
われました。三島町カノヤキ組は、
焼き畑によって良質な会津桐の栽
培を目指しています。この日は思
うように火が広がりませんでした
が、約50年ぶりの焼き畑に、学生
や報道関係者なども訪れ注目され
ました。まだまだ始まったばかり
の焼き畑。カノヤキ組の挑戦は続
きます。

良質な会津桐を目指して

美坂高原の傾斜地で行われた火入れ

広報誌に載っている写真は希望者に差し上げますのでご連絡
ください。●役場 総務課 企画財政係　℡ ４８－５５１５

三島町カノヤキ組

大勢の町民が楽しむ

　 6月20・21日、ビーチバレーボール大会が三島中体育
館で開催され、年齢制限のある 1部に13チーム、制限な
しの 2部に 5チーム、計18チームが出場し、楽しいゲー
ムが繰り広げられました。

ビーチバレーボール大会

１部優勝のカルクイッショウズの皆さん
（２部優勝のファイテンファイターズは表紙に掲載）

《　大　会　結　果　》

●１部　優勝　カルクイッショウズ
２位　ワラビーズ
３位　西方チーム　荒屋敷チーム
最優秀選手　菊地陽子さん

（カルクイッショウズ）

●２部　優勝　ファイテンファイターズ
２位　名入Ｂ
３位　参遊会ＳＳ
最優秀選手　二瓶貴靖さん
（ファイテンファイターズ）
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せら知お
福島県農業総合センター

農業短期大学校学生募集
海上保安大学校・海上保安学校

学生募集
　本校は、次代を担う農業者、地域農業指導者を
養成するために、昭和63年に開校した県内唯一の
高度な農業教育機関です。52. 1haの自然豊かな
キャンパスの中に、先端技術施設を整備していま
す。学生寮での共同生活を通して、自立心と協調
性を養い、情操豊かな人間性を育みます。

○募集学科及び人員
①本　科（ 2年）　60名
（農産15名・園芸30名・畜産15名）
②研究科（ 1年）　若干名

○出願資格
①推薦入試
　高校卒業または卒業見込みの者で、評定平均
3. 0以上、県内で就農あるいは指導者を目指す強
い意志を持つ健康な者
②一般入試
　高校卒業または卒業見込みの者、あるいは高
校卒業と同等の学力があると認められる者

○出願期間
①推薦入試　　平成19年10月10日（水）

～平成19年10月19日（金）
②一般入試　　平成19年11月12日（月）

～平成19年11月21日（水）
○入校試験
①推薦入試　平成19年11月 6日(火)

内容／小論文・面接試験
②一般入試　平成19年12月 4日(火)

内容／学力試験・面接試験
場　所　　福島県農業総合センター

農業短期大学校
※研究科については下記へお問い合わせください。
●出願についての問合せ先
福島県農業総合センター 農業短期大学校
教務管理　℡ ０２４８－４２－４１１１
住所／西白河郡矢吹町一本木446番地1

　または、会津農林事務所 会津坂下農業普及所
℡ ０２４２－８３－２１１２

《海上保安大学校》
○受験資格
昭和62年 4月 2日以降に生まれた者で、次に掲
げる者

（ 1）高校卒業または卒業見込みの者
（ 2）中等教育学校を卒業、または高等専門学校

の第 3学年を修了、またはその見込みの者
（ 3）人事院が（ 1）（ 2）と同等と認める者
○採用予定人数　約45名
○申込受付　　　平成19年 8月30日（木）

～平成19年 9月11日（火）
○第 1次試験日　平成19年11月 3日（土）

11月 4日（日）
○第 1次試験地　塩釜市・水戸市・新潟市
○第 2次試験日　平成19年12月21日（金）
○第 2次試験地　塩釜市

《海上保安学校》
○受験資格
昭和59年 4月 2日以降に生まれた者で、海上保
安大学校と同じ受験資格

○採用予定人数
船舶運航システム課程　約140名
航空課程　　　　　　　約 10名
情報システム課程　　　約 20名
海洋科学課程　　　　　約 10名

○申込受付　　　平成19年 7月24日（火）
～平成19年 8月 7日（火）

○第 1次試験日　平成19年 9月30日（日）
○第 1次試験地　塩釜市・水戸市・新潟市
○第 2次試験日　平成19年10月24日（水）

～平成19年10月27日（土）
○第 2次試験地　塩釜市

●問合せ先
福島海上保安部 管理課 総務係
℡ ０２４６－５３－７１１２
住所／いわき市小名浜字辰巳町38番地

福島県会津地方振興局県税部より

個人事業税について
　個人事業税は、県内に事務所・事業所を設けて
物品販売や不動産貸付など、一定の事業を営んで
いる方に納めていただく県の税金です。会津地方
振興局県税部から送付される納税通知書により、
年税額を 8月（第 1期分）と11月（第 2期分）の
2回に分けて納めることになっています。ただし、
年税額が 1万円以下の場合は、 8月に一括して納
めることになります。
　また、個人事業税は便利な口座振替の制度があ
ります。手続きは、納税通知書に同封の預金口座
振替依頼書を金融機関に提出し、金融機関で確認
を受けた納付書送付依頼書を県税部に提出します。
詳しくは下記までお問い合わせください。
●問合せ先　福島県会津地方振興局 県税部

課税第一グループ 事業税チーム
℡ ０２４２－２９－５２５１

《優良納税貯蓄組合長感謝状》
前宮下商業納税貯蓄組合長　志　田　正　美　様
前西方第三納税貯蓄組合長　小　松　順　吉　様
前早戸第二納税貯蓄組合長　五十嵐　信　雄　様

《優良納税貯蓄組合長表彰》
西方第一納税貯蓄組合長　小　松　昭　八　様

《優良納税貯蓄組合表彰》
桑原納税貯蓄組合・荒屋敷納税貯蓄組合
西方第一納税貯蓄組合・西方第二納税貯蓄組合

　 6月15日、三島町納税貯蓄組合連合会総会が行
われ、下記の方々が功労者として表彰されました。
特に小松順吉さんは、昭和48年から平成18年まで、
34年間もの長きに渡り、西方第三納税貯蓄組合長
を務められ、連合会長も歴任されました。また、
新連合会長に栗城俊一さん（宮下）が就任されま
した。

小松順吉さん（西方）
納税貯蓄組合長を34年間務める
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７月の納税
固定資産税　　第２期

町の人口（住民基本台帳）７月１日現在
総人口2,231人（+ 2）男1,052人（+ 1）人の動き　出生 1人　死亡 2人
世帯数879世帯（+ 2）女1,179人（+ 1）　　　　　転入 8人　転出 5人

五十嵐　保　正　様（大石田）
ご遺志によるご寄付

ご寄付ありがとうございました
社会福祉協議会へ

会津坂下警察署からのお知らせ
　三島町では６月中、犯罪は発生しま
せんでした。会津地方を中心に、さい
銭盗の被害が多発しています。無人の
神社などを狙ってさい銭箱を壊し、小
銭を盗む手口です。管理者や付近の方
は、①こまめにさい銭を回収し、さい
銭箱の鍵を丈夫なものにする。②神社
周辺の見通しを良くし、防犯灯などを
設置する。③定期的に見回りを実施し、
何かあった際はすぐに通報するなどの
防犯対策をお願いします。
三島町内街頭犯罪等発生状況（1～6月）

区　　分 管　内 三島町
空き巣ねらい 1
忍 込 み 1
事務所荒し 2
出 店 荒 し 1
自 動 車 盗
オートバイ盗
自 転 車 盗 11
自販機ねらい
車上ねらい 2
街頭犯罪計 18 0
全 刑 法 犯 66 1

発行/三島町　　編集/三島町役場　総務課　企画財政係
住所/福島県大沼郡三島町大字宮下字宮下350　℡0241-48-5515
ホームページアドレス　http://www.town.mishima.fukushima.jp

これからの行事予定
7月28日（土）18：00～　三島保育所夏まつり（三島保育所）

7月29日（日）7：00～　参議院議員通常選挙投票日（各地区集会所）

7月30日（月）9：30～　きりの子隊 大谷川で遊ぼう（大谷地区）
13：30～　みんなで進める健康・幸福な地域づくりの集い

（町民センター）

8月 2日（木）13：30～　きりの子隊キャンプ（美坂高原）

8月 5日（日）8：30～　県民スポーツ会津大会（猪苗代町）

8月 7日（火）13：30～　山っ子スクール（沼沢湖）
13：30～　足腰げんき教室（町民センター）

8月 8日（水）13：30～　機能訓練会（福寿草）

8月 9日（木）13：00～　乳幼児健診（町民センター）

8月14日（火）9：00～　地区対抗ソフトボール大会（町民運動場）

8月15日（水）10：00～　三島町成人式（交流センター山びこ）
10：00～　大谷川河川まつり（大谷川河川敷公園）

8月21日（火）11：15～　4ヶ月児健診（坂下厚生総合病院）

8月22日（水）13：30～　心の健康相談（町民センター）

8月24日（金）10：00～　ＹＹサークル（柳津町森林公園）

8月25日（土）13：00～　奥会津案内人講座①（生涯学習センターカタクリ）

8月26日（日）9：00～　奥会津案内人講座①（大谷地区など）
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皆様からの情報やご意見、ご質問など、お気軽にお寄せください。
●役場 総務課 企画財政係　℡ ４８－５５１５


